
表紙説明：宇宙航空研究開発機構（JAXA）は，先進レーダ衛星「だいち
４号」（ALOS-4:Advanced Land Observing Satellite-4）を，2024年
７月１日12時６分42秒（日本時間）に種子島宇宙センターからH３ロ
ケット３号機により打ち上げた。打ち上げ後，衛星の初期機能確認運用
（衛星システム及びミッション機器が所定の機能・性能を有していること
の確認）を行い，現在（2025年２月時点）は搭載するLバンド合成開口
レーダ「PALSAR-３」の標準プロダクトの初期校正検証を実施してい
る。本表紙は，能登半島全域を初期校正検証期間中の2024年10月14日に
取得したデータである（観測モード：高分解能３mモード・観測幅200

km・２偏波（HH，HV），R/G/BにHH偏波/HV偏波/HH偏波を割
り当ててカラー合成）。ALOS-４はALOS-２搭載のPALSAR-２の高
分解能（３m）を維持しつつ，観測幅を200kmへ向上させている。

本学会のホームページを開設いたしておりますのでご覧下さい。
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